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微生物,および酉孝素に関する研究
八戸工業大学食品工学研究所において1988
年以降に行った主な研究は以下の通りである。
1.脂質濃度の高い食肉センター廃液の微生
物処理に関する研究
食肉センターでの廃水はしばしば高濃度の脂
質を合んでいて,従来は脂質を浮かせて大部分
の脂質を物理的に除去していた。この脂質除去
過程を省 くと,回転円盤法や活性汚泥曝気法な
ど下流処理の能力が著しく低下することにな
る。とくに,われわれが実験に利用した食肉セ
ンターでは,ブタの内蔵を殺虫と脱脂を兼ねて
ボイルする作業が行われていて,きわめて高濃
度の脂質を含む廃水が排出されていた。
われわれは,仙台市近郊の食肉センターから
分離したリパーゼ生産性細菌を用いて,脂質含
有量の高い廃水を生物的に処理について研究し
た。分離した細菌はBぁθゲ腸s sp.と同定され,リ
パーゼ生産能は低いものの,各種の脂質に対す
る資化能は高い菌株であった。この細菌を用い
て,サー キュレーション法と名付けた好気的処
理法を開発し (図1),実用化に成功した。この
研究は伊藤一敏 (現サッポロビール (株)),伊
崎和夫 (東北大学名誉教授)らとの共同研究で
ある。
2.界面活性剤の微生物処理に関する研究
アルキルエーテル硫酸は難分解性の界面活
性剤であり,この界面活性剤の微生物分解につ
いて研究した。
実験には,八戸市内の河川 (新井田川)に活
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